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○
…
村
営
の
岩
井
放
牧
場
に
あ
る
書
産

セ
ン
タ
ー

で
、
い
ま
、
四
十
五
頭
の
牛
が
肥
育
さ
れ
て
い
る
。

○
‥
こ
れ
は
昨
年
の
三
月
か
ら
■
月
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
牛
ば
か
り
で
、
村
が
飼
育
農
家
か
Ｌ
十
万
円

前
後
に
買
い
取
り
、
十

一
月
か
ら
佃
育
管
理
し
て
い

る
も
の
。

○
…
約

一
年
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
中
央
市
場
に
出

さ
れ
る
が
、　
一
頭
当
り
の
粗
収
入
は
二
十
五
万
円
か

ら
三
十
万
円
見
込
ま
れ
、
純
収
益
で
も
五
万
円
は
堅

○
…
多
頭
飼
育
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
だ
け
に
農
家
の

人
た
ち
の
関
心
は
高
く
、
結
果
が
ょ
け
れ
ば
広
く
普

及
さ
れ
る
ｔ
と
請

（
う
）
け
合
い
。

○
…
畜
産
の
振
興
に
よ
っ
て
農
家
所
得
の
向
上
を

は
か
る
こ
と
は
、
関
係
者
が
か
ね
て
か
ら
念
願
し
て

い
る
も
の
だ
が
、
い
ま
そ
の

一
歩
を
踏
み
し
め
た
と

い
う
感
じ
だ
。

○
…
こ
と
し
は

「
丑
」

（
う
し
）
年
多
い
に
か
せ

ざ
ま
く
っ
て
は
し
い
も
の
。
歩
み
は
鈍
く
て
も
力
強

く
前
進
す
る
た
め
に
。

新
雷
に
覆
わ
れ
た
岩
井
放
牧
場
で
遊
ふ
肥
百
牛

嘔
―
―
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―

適
合
し
た
工
場
誘
致
に
も
努
力

村
長
　
白
　
川
　
治
　
一二
　
郎

で
も
な
く
、
村
は
人
間
の
喜
び
　
す
。
保
健
衛
生
の
観
点
か
ら
脇

を
広
げ
る
生
活
の
場
で
あ
り
、　
　
元
、
磯
松
地
区
に
布
設
中
の
簡

人
間
の
豊
か
さ
を
高
め
る
生
産
　
易
水
道
は
六
月
に
完
成
の
予
定

の
場
で
あ
り
、
人
間
の
安
ら
ぎ
　
で
す
が
、
続
い
て
他
地
区
へ
の

を
深
め
る
休
息
の
場
で
あ
り
ま
　
布
設
も
考
慮
し
た
い
意
向
で
あ

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
住

民
優
先
の
村
政
を
進
め
る
べ
く

努
力
し

て
き
ま
し

た
が
、
先

ず
、
出
か
せ
ぎ
留
守
家
庭
に
お

け
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
は

か
る
た
め
、
内
職
の
導
入
を
積

極
的
に
推
進
し
、
よ
う
や
く
軌

道
に
姜
ち

て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
を
基
盤
に
今
年
は

規
模
の
拡
大
を
は
か
り
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
関
連
す
る
農
村
工
業

の
振
興
に
も
意
を
注
ぎ
、
少
し

で
も
出
か
せ
ぎ
の
解
消
に
役
立

て
た
い
考
え
で
す
。
本
村
に
適

合
し
た
工
場
の
誘
致
も
昨
年
中

に
メ
ド
が
つ
き
、
本
年
は
そ
の

実
碗
段
階
に
は
い
っ
て
お
り
ま

す
。主

要
県
道
を
中
心
と
し
た
村

道
の
整
備
も

さ
ら
に

充
実
さ

せ
、
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
そ

の
拡
充
を

は
か
る

つ
も
り
で

つ
ぎ
に
土
地
基
盤
の
整
備
に

ょ
る
農
業
経
営
の
近
代
化
を
は

か
り
、
国
有
林
を
活
用
し
て
畜

産
の
拡
充
、
強
化
、
漁
業
の
振

興
も
漁
港
の
整
備
と
併
行
さ
せ

て
行
な
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の

ほ
か
、　
一
連
の
・福
祉
行

政
、
す
な
わ
ち
老
人
福
祉
、
母

子
福
祉
、
身
障
者
福
祉
対
策
等

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え

で
す
。

な
お
、
津
軽
の
巨
大
開
発
と

も
い
う
べ
き
十
三
湖
地
域
の
工

業
化
の
可
能
性
は
、
い
ま
の
と

こ
ろ
取
り
の
こ
さ
れ
た
形
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
村
民
と
の
対

話
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
開
発

と
す
る
た
め
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

以
上
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の

抱
負
を
の
ぺ
ま
し
た
が
、
村
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
唯

一
の
力
と
し
て
、　
一
歩

一
歩
を
た
い
せ
つ
に
踏
み
し
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
ょ
ろ
し
く
ご
指
導
ご

べ
ん
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、．
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。昭

和
四
十
八
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
市

浦
村
議
会

を
代
表

し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
は
、

昨
年
二
月
の
臨
時
村
議
会
に
お

い
て
、
ふ
た
た
び
議
長
の
要
職

に
つ
き
、
そ
の
重
責
を
痛
感
じ

新
た
な
決
意
を
も
ち
、
そ
の
後

微
力
な
が
ら
円
滑
な
議
会
運
営

と
村
政
の
伸
展
を
期
し
て
、
誠

心
誠
意
懸
命
の
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
大

過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
村

民
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の

賜
と
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
は
、
近
年
世

界
に
も
ま
れ
に
み
る
高
度
の
成

長
を
続
け
、
産
業
構
造
の
高
度

化
と
都
市
化
の
進
展
は
、
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
過
密
過
疎
の
問
題
を
は

じ
め
、　
大
気
汚
染
、　
水
質
汚

だ
く
、
交
通
事
故
の
増
大
、
住

宅
難
な
ど
経
済
社
会
に
大
き
な

「
ひ
ず
み
」
を
生
じ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

わ
が
市
浦
村
に
お
い
て
も
、

生
活
安
定
、
福
祉
増
進
を
図
る

に
は
今
後
幾
多
の
重
要
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
い

っ
そ
う
道
路
、
漁
港
等
の
建
設

に
積
極
方
針
を
と
り
、
適
切
な

産
業
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
生

活
環
境
施
設
を
整
備
し
、
村
民

の
福
祉
向
上
を
図
る
諸
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
、
″
き
れ
い

な
空
、
き
よ
い
水
、
あ
た
た
か

い
心
″
の
あ
ふ
れ
る
村
。
こ
ん

な
市
浦
村
を

つ
く
り
た
い
、
そ

の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
わ
れ

わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
相
ま
っ
て
最

大
の
効
果
が
あ
が
る
ょ
う
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
こ
そ
は
、
本

村
の
よ
り
い
っ
そ
う
躍
進
の
年

と
し
て
、
村
政
全
般
に
わ
た
り

内
容
充
実
に
最
大
の
努
力
を
傾

注
す
る

所
存
で
あ

り
ま
す
か

ら
、
な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導

と
ご
べ
ん
た

つ
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

道路・漁港の整備を促進

住民福祉向上も積極的に

村議会議長木村清左衛門

謹
賀
新
年

村
　
　
長
　
白
川
治
三
郎

助

　

役
　
一二
重

　

貢

収

入

役

葛
西
　
善
六

教

育

長
　
斎
藤
　
敏
勝

総
務
課
長
　
一二
上
　
常

一

企
画
室
長
　
下
山
　
義
実

民
生
課
長
　
高
松
　
隆
三

経
済
課
長
　
一二
和
　
貞
三

建
設
課
長
　
石
岡
　
陽

一

脇
元
出
張
所
長高

橋
　
精

一

・
十
三
出
張
所
長安

田
　
源
蔵

相
内
保
育
所
長川

口
　
定
雄

相
内

・
十
三
診
療
所
長

南
　
　
基
欽

外
職
員

一
同
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成
人
式

へ
ど
う
ぞ

―
十
五
日

・
相
内
児
童
館
で
―

こ
と
し
の
成
人
式
は
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
相
内

児
童
館
で
行
な
い
ま
す
。

該
当
ざ
れ
る
か
た
は
、
昭
和
二
十
七
年

一
月
十
六

日
か
ら
昭
和
二
十
八
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
生
れ
た

人
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
ぢ
か
く
、
個
人
ご
と
に

ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
す
が
、
全
員
参
加
す
る
よ
う

の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
服
装
が
年
ご
と
に
派
手
に
な
っ

て
い
ま
す
。
成
人
式
に
出
る
た
め
に
、
多
額
の
お
金

を
出
費
し
な
い
よ
う
、
服
装
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に

し
て
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

成

人

式

身
を
飾
る

心
を
飾
ろ
う

女
２
）

米
谷
　
幸
三

（
柾
雄
　
四
男
）

柏
谷
　
精

一
（重
蔵
　
　
弟
）

三
和
千
鶴
子

（善
次
郎
　
長
男
の
長
女
）

佐
藤
　
勇
治

（
正
志
　
一
一男
）

田
中

耕
司

（
タ
ケ
　
一
一男
）

佐
藤
　
妙
子

（
万
次
郎
　
一
一男
の
二
女
）

佐
藤
　
則
子

（き
よ
　
四
女
）

三
和
　
剛
雄

（
勇

一　
長
男
）

水
口
恵
美
子

（秀
夫
　
長
女
）

三
浦
　
満
治

（孫
好
　
長
男
）

小
笠
原
雅
子

（金
道
　
一
一女
）

今

　

律
子

（初
栄
　
一
一女
）

上
野
　
孝

（伊
仁
治
　
長
男
）

秦
　
　
弘
子

（
義
雄
　
一
一女
）

工
藤
た
み
子

（
元

一　
七
女
）

岡
本
り
つ
子

・

（金
九
郎
　
養
子
の
妻
）

沢
田
　
則
子

（
勝
則
　
長
女
）

佐
藤
く
み
子

（幹
雄
　
一ハ
女
）

奈
良
礼
子

（米
四
郎
　
一二
女
）

伊
藤
千
太
郎

（き
江
　
長
男
）

岡
本
金
憲

（兼
四
郎
　
長
男
）

佐
々
木
真
佐
男

（由
松
六
男
）

鳴
海
栄
利
子

長
男
の
長
女
）

奈
良
勝
美

（
さ
く
ら
　
一二
男
）

長
利
誠
治

（
市
三
郎
　
長
男
）

奈
良
悟

（
千
代
太
郎
　
四
男
）

荒
川
　
明
子

（純

一　
　
妻
）

木
村
　
睦
子

（万
作
　
七
女
）

秋
田
　
洋
子

（
五
郎
　
　
妻
）

植
野
謙

一
（喜
代
美
　
長
男
）

三
和
弘
二

（
き
り
え
　
長
男
）

柏
谷

　

肇

（
六
助
　
長
男
）

脇
元

・
曖
松

（
男
５

ｏ
女
「
）

佐
藤
　
真
悦

（貞
作
　
長
男
）

蔦
西
　
澄
江

（義
春
　
一二
女
）

外
崎
　
正
人

（
繁
造
　
四
男
）

櫛
引
　
成
子

（
吉
蔵
　
四
女
）

石
岡
　
隆
雄

（貞

一　
一
一男
）

中
村
　
政
光

（清
司
　
　
弟
）

山
田
　
俊
子

（実

　

長
女
）

葛
西
弘
子

（金
太
郎
　
七
女
）

竹
谷
涼
子

（嘉
太
郎
　
一
一女
）

俵
谷
　
久
子

（兼
作
　
一二
女
）

蔦
西
育
子

（育
之
進
　
一
一女
）

葛
西
　
宏
子

（善
六
　
一二
女
）

山
田
つ
る
ゐ

（嘉
志
雄
二
女
）

万
谷
ま
さ
子

（平
作
　
四
女
）

加
藤
　
初
代

（孝
治
　
　
妻
）

伊
南
　
秀
正

（
国
義
　
長
男
）

十
五
日
は

「
成
人
の
日
」
で

す
。
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
て
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す

国
民
の
祝
日
で
す
。
こ
と
し
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
は
、
昭
和

二
十
七
年

一
月
十
六
日
か
ら
二

十
八
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
女
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

民
法
第
三
条
は

「満
二
十
年

フ
以
テ
成
年
ト
ス
」
と
定
め
て

あ
る
と
お
り
法
津
上
独
立
の
社

会
人
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し

ま
す
。
成
人
と
な
ら
れ
た
方
々

は
、
ま
ず
国
民
と
し
て
最
も
重

要
な
選

挙
権
が
与
え

ら
れ
ま

す
。
こ
れ
が
国
政
や
県
あ
る
い

は
村
の
政
治
に
参
加
す
る
機
会

が
得
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
財
産
関
係
や
身
分
関

係
な
ど
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

未
成
年
者
の
と
き
の
よ
う
な
法

律
上
の
保
護
は
成
年
者
に
は
取

り
去
ら
れ
、
自
分
の
責
任
と
判

断
で
行
動
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

「
わ
か
っ
て

い
る
と
」
と
は
い
う
も
の
の
、

ま
だ
家
庭
で
は
両
親
の
保
護
に

甘
え
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
は
い
い
ご
両
親
を

お
持
ち
だ
か
ら
甘
え
て
い
ら
れ

る
の
で
あ

っ
て
、　
一
歩
外
に
出

れ
ば
あ
な
た
は
も
う
お
と
な
で

す
。
し
っ
か
り
と
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

世
間
は
ご
両
親
ほ
ど
甘
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
む
か
し
は
正
月
の
十

五
日
に
武
家
の
男
子
が
十
五
歳

に
な
る
と
元
服
式
と
い
う
の
を

行
な
い
、
成
人
に
な
っ
た
と
い

う
表
示
に
髪
形
を
変
え
、
服
を

改
め
、
頭
に
冠
を
つ
け
る
こ
と

が
習
わ
し
で
し
た
。

一　

　

一

こ
の
名
簿
か
ら
も
れ
て
い
る

か
た
は
、
教
育
委
員
会

へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

相
内

・
太
田

・
桂
川

（男
１９

ｏ

三
和
　
章
治

（
太
次
郎
　
長
男
の
長
男

三
和
　
久
子

（
ハ
ル
　
七
女

吉
田
　
　
豊

（吉
美
　
四
男

秋
田
谷
ま
り
子

（
タ
コ
ニ
女

秋
田
谷

ハ
ツ
子

（き
ぬ
長
女

奈
良
茂
子

（銀
蔵
長
男
の
妻

山
本
　
好
子

（
市
蔵
　
　
妹

小
寺
　
良
子

（
武
田
忠
次
郎

横
山
　
久
江

（
ス
ヤ

秋
元
　
　
収

（
直
衛

奈
良
　
龍
子

（
キ
ナ

中
島
　
明
雄

（豊
治

奈
良
　
政
広

（
ヶ
ヒ

安
田
磨
佐
子

（
源
蔵

相
川
久
子

（
忠
之
助

中
野
　
　
進

（
源
蔵

三
上
　
一二
男

（
浅
吉

新
岡
寿
行

（岩
次
郎
　
長
男
）

梶
浦
苦
俊

（
喜
之
助
　
長
男
）

宮
崎
　
正
司

（清
吉
　
養
子
の
長
男
）

加
納
る
い
子

（喜
代
作
長
女

吉
田
久
美
子

（
上
野
清
吉
　
妹
の
養
女

豊
島
　
梅
子

（
正
年
　
長
女

内
藤
　
光
信

（清
蔵
　
一二
男

小
山
内
明
志

（政
太
郎
三
男

相
川
　
久

（
賢
次
郎
　
五
男

工
藤
　
富
明

（越
野
鉄
雄
　
同
居
者
）

宮
崎
彦
三
郎

（
タ
マ
　
一ハ
男
）

工
藤
縫
子

（兼
次
郎
　
長
女
）

浦
田
　
辰
夫

（
は
な
　
　
子
）

豊
島
て
つ
子

（
正
明
　
一二
女
）

（
万
太
　
一二
男
の
二
女
）
　

十
三

（男
１７
・
女
１０
）

吉
田
　
貞
子

（健

一　
長
女
）
　

浦
田
　
勝
次

（
本
人

三
浦
　
恭
武

（義
鐘
　
長
女
）
　

中
井
　
広
光

（
チ
エ
　
四
男

吉
田
　
良
子
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
美
保
子

（嘉
四
蔵
長
女

（金
七
　
長
男
の
五
女
）
　

山
本
常
義

（治
三
郎
　
四
男
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例
年
、
雪
道

や
碑
結
し
た
道

路

で
は
、

ス
リ

ツ
プ

の
た
め
自

動
車

の
正
面
衝

突
や
追
突
事
故

が
多
く
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、

ふ
ぶ
き

の
た
め

の
運
転
席

の
視

野
も
せ
ま
く
な

り
、
前
方

の
見

通
し
が
困
難
な

こ
と
な
ど
か
ら

思
わ
ぬ
場
所
て

歩
行
者
を
死
傷

さ
せ
た
り
駐
車

中

の
車
両

に
追

突
す
る
な
ど
重
大
事
故
が
発
生

し
ま
す
。

動
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
と

き
は
、
次

の
こ
と
を
守

っ
て
交

通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
雪
道
で
は
、

タ
イ
ヤ
チ

エ

ー

ン
を
つ
け
る
か
、

ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
を
使
用
す
る

こ
と
、
特

に

凍
結
し
た
道
路
で
は
ス
ノ
ー
タ

イ
ヤ
は
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
タ
イ
ヤ
ー
チ

エ
ー

ン
を

つ
け
る
心
要
が
あ
り
ま
す

▽
急

ハ
ン
ド

ル
や
急
ブ

レ
ー

キ
は

ス
リ

ツ
プ

の
原
因
と
な
り

ま
す
。

エ
ン
ジ

ン
ブ

レ
ー
キ
を

併

用
し
な
が
ら
、
徐

々
に
減
速

徐
行
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で

す
。▽

常

に
通
路

に
合
う
よ
う
な

安
全
速
度
で
運
転
す
る
こ
と
。

▽

ス
リ

ツ
プ

に
よ
る
追
突
事

故
防
止
の
た
め
、
車
間
距
離

は

スピードの出しすぎが事故のもと

１
０
Ｐ
Ｎ
ｌ

夏

の
と
き

よ
り
も
、
倍
く
ら
い

多
く
と
る
こ
と
。

▽
思
わ
ぬ
路
外
脱
輸
等

に
そ

な
え
て

「
ス
コ

ッ
プ
」

「
つ
る

は
し
」

「
む
し
ろ
」

「
土
砂
」

等
を
携
行
す
る

こ
と
。

▽
踏
切
り
で
は
積
雪
や
ふ
ぶ

き

の
た
め
、
左
右

の
確
認
が

め

ん
ど
う
に
な
り
ま
す

か
ら
、
必

ず
停
止
し
て
夏
分
ょ
り
長

い
時

間
を
か
け
て
左
右

の
安
全
を
確

認
す
る
こ
と
。

雷
直
は
、
と
く
に
右
側
に
寄

つ
て
歩
き
ま
し
よ
う
。

△
雪

の
た
め
道
幅
が

せ
ま
く

な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
帽
子
や

ず
き
ん
な
ど
を
か
ぶ

っ
て
い
る

の
で
、
音
に
聞
き

の
が
し
が
あ

り
ま
す
。
右
側

い

っ
ば

い
に
寄

り
、
前
ば

か
り
で
な
く
後
ろ
の

方
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

青

空
駐

車

・
雪

の
ま

た
出

し

は

や

め

る

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
県
も
　
▽
道
路
上
に
自
動
車
、
馬
ソ
リ

村
も
除
雪
作
業
に
懸
命
で
す
。　
　
　
リ
ャ
カ
ー
、
魚
箱
な
ど
お
か

と
く
に
村
で
は
十

一
月
に
五
百
　
　
な
い
こ
と
。

九
十
三
万

一
千
円
で
モ
ー
タ
ー
　
　
特
に
青
空
駐
車
は
、
そ
の
部

・
グ
レ
ー
ダ
ー
を
購
入
し
村
道
　
　
分
だ
け
除
雪
で
き
ま
せ
ん
じ

（幹
線
道
路
）
の
除
雪
を
し
て
　
　
夜
間
作
業
が
多
い
の
で
大
変

い
ま
す
が
。
除
雪
は
交
通
を
確
　
　
支
障
に
な
り
ま
す
。

保
す
る
ば
か
り
で
な
く
防
火
、　
　
▽
除
雪
後
、
両
側
に
寄
せ
ら
れ

防
災
の
保
健
衛
生
活
動
に
支
障
　
　
た
雪
が
ふ
た
た
び
道
路
上
に

の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
　
　
投
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
見
受

の
で
す
か
ら
、
村
民
の
み
な
さ
　
　
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う

ん
も
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
　
　
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
除
雪
車
は
前
後
十
材
以
内
は

死
角
に
な
る
場
合
も
あ
り
、

非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
で
の
子
ど
も
の
ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
あ
そ
び
は
事
故
の

も
と
で
す
か
ら
、
や
め
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し
、

運
行
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
目
じ
る
し
に
赤
旗
を
た

て
て
く
だ
さ
い
。

▽
除
雪
作
業
に
よ
っ
て
事
故
が

発
生
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
役
場
建
設
課
か
土
木
事

務
所
に

連
絡
し

て
く
だ
さ

い
。
特
に
物
件
破
損
は
す
ぐ

報
告
が
な
い
と
原
因
究
明
が

困
難
と
な
り
保
障
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

新
有
権
者
の

感
想
文
募
集

１
締
切
日
は
３‐
日
ｕ

自
治
省
と
公
明
選
挙
連
盟

で

は
、

「
成
人
の
日
」

を
迎
え
、

新
有
権
者
ま
た
は
社
会
人
と
し

て
地
方
自
治
や
国
政

へ
の
参
加

に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
経
験

し
、
も
し
く
は
考
え
た
り
、
感

じ
た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た

感
想
文
を

つ
ぎ

に
よ
り
募
集

し

て
い
ま
す
。

▽
枚
数
＝

一
、
六
〇
〇
字
以

内

（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚

以
内
）

▽
応
募
資
格
＝
昭
和
二
十
七

年

一
月

一
日
か
ら
昭
和
二
十
八

年
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
も
の
。

▽
締
切
期
日
＝
昭
和
四
十
八

年

一
月
三
十

一
日

（
当
日
づ
け

消
印

の
あ
る
も
の
は
有
効
）

▽
提
出
先
＝
青
森
県
選
挙
管

理
委
員
会

（
青
森
市
長
島

一
の

一
の

一
、
県
庁
内
）

▽
入
選
決
定
＝
三
月
二
十
五

日
ご
ろ

（
本
人

へ
通
知
）

▽
賞
＝
最

優
秀

一
篇
三
万

円
、
入
賞

一
篇

に

つ

き

一
万

円
、
佳
作

に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

▽
応
募
上
の
注
意
＝
住
所
、

氏
名

（
と
も
に
フ
リ
ガ
ナ
を
つ

け
る
）
、
性
別
、
生
年
月
日
を

原
稿

の

末
尾
に
明

記
す
る
こ

雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
で
自

隠
直
瀬
日
一
一
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目
制聾
場
螺
瑚
□

―
四
月
か
ら
‐０
才
未
満
も
対
象
‥

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
　
か
ら
は

「
五
才
未
満
」
ょ
り

「

か
に
成
長
す
る
ょ
う
に
昭
和
四
　
十
才
未
満
」

へ
と
支
給
対
象
範

十
七
年

一
月
ょ
り
児
童
手
当
制
　
目
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
　

　

　

　

（
十
才
未
満
と
は
昭
和
三
十
八

こ
の
制
度
は
段
階
実
施
を
し
　
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
）

昭
和
四
十
八
年
二
月
三
十

一
日
　
　
拡
大
分
の
認
定
請
求
書
の
受

ま
で
は
、
十
八
才
未
満
の
児
童
　
付
は
昭
和
■
＋
八
年

¨
月
よ
り

を
三
人
以
上
着
育
し
て
ぉ
り
、　
　
二
月
事
で
に
行
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
五
才
未
　
な
お
、
現
在
ヽ
児
童
手
当
を
受

満
の
児
童
で
あ
る
こ
と
が
、
児
　
給
し
て
い
る
方
で
更
に
支
給
要

童
手
当
を

受
け
る

要
件
で
し
　
件
児
童
が
ふ
え
て
い
る
場
合
は

た
。
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
　

「児
童
手
当
額
改
定
請
求
置

E量[[:Ff=Fコ
―役場・各出張所で一

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証

（保
険
証
）
の
更
新
交
付
は

十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
四
日
間
、
各
地
区
で
行

な
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の

か
た
が
た
が
新
し
い
保
険
証
の

交
付
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

い
ま
ま
で
使

っ
て
い
た
保
険

証
は
す
で
に
効
力
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ま
だ
新
し
い
保
険
証

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、
役
場

（相
内
、
太
田
、
桂

川
）
ま
た
は
各
出
張
所
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
世
帯
内
に
異
動

が
あ
る
と
き
は
、
印
か
ん
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古

い
保
険
証
も
忘
れ
ず
に
。

マ
ル
学
、
マ
ル
特
は
三
月
三

十

一
日
ま
で
有
効
で
す
か
ら
従

前
と
お
り
使

っ
て
く
だ
さ
い
。

を
出
し
て
増
額
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
認
定
請
求
書
受
付
期
間

昭
和
四
十
八
年

一
月
五
日
よ

り
二
月
三
十

一
日
ま
で

○
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
社
会
保
険
被
保
険
者

証

（
健
康
保
険
証
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総

務
課
児
童
手
当
係
ま
で
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
郷
土
館

の
資

料
収
集
に
協
力
を

こ
と
し
の
秋
開
館
の
県
立
郷

土
館
で
は
、
い
ま
資
料
の
収
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

展
示
や
研
究
の
た
め
に
は
、
も

っ
と

も
っ
と
資
料

か
必
要
で

す
．

「
」
ん
な
も
の
が
」
と
思

っ
て
、
倉
の
中
や
物
置
小
屋
な

ど
に
ね
む
ら
せ
て
い
る
も
の
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

つ
ぎ
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
民
俗
安
科

漁
業
　
古
い
魚
網
、
う
き
、

い
か
り
、
た
こ
つ
ば
な
ど

商
業
　
の
も
ん
、
看
板
、
そ

の
他

信
仰
　
お
し
ら
さ
ま
、
か
っ

ば
、
そ
の
他

○
歴
皮
資
料

武
具
、
や
り
、
刀
、
よ
ろ
い

○
考
古
資
料

土
器
、
石
器
、
土
器
、
岩
版

○
自
然
資
料

魚
具
類
、
底
引
き
な
ど
で
網

に
入
っ
た
貝
類

連
絡
は
役
場
企
画
室
ま
で
。

ラ

ツ
ク
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
　
つ
な
が
る
の
で
す
．

た
り
、
友
達
の
自
転
車
で
撻
路
　
　
ど
ん
な
に
急
ぐ
と
き
で
も

に
出
る
時
パ
イ
ク
に
ぶ

つ
か
っ
　
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ら

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
は
指
　
ず
右
左
と
確
め
て
わ
た
り
、
交

に
か
す
り
き
ず
ひ
と

つ
だ
け
で
　
通
事
故
を
な
く
し
よ
う
で
は
あ

す
み
ま
し
た
が
、
こ
わ
く
て
、
　

り
ま
せ
ん
か
。

む
ね
が
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

交
通
規
則
を
守

ろ
う

肇

小
翠

竹

谷

悦

子

私
が
母
と
い
っ
し
ょ
に
五
所

川
原
に
い
っ
た
時
、
道
路
を
歩

い
て
い
た
ら
、
ニ
ー
三
才
の
女

の
子
が
、
自
動
車
に
ひ
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ば

へ
よ
っ

て
み
た
ら
、
ま
っ
か
な
血
が
流

れ
て
い
た
。
ま
わ
り
の
人
々
を

お
し
の
け
て
、
そ
の
子
の
母
親

が
き
て
、
泣
き
な
が
ら
病
院

ヘ

連
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
子
は
ど

う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
事

故
は
本
当
に
お
そ
ろ
し
い
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

事
故
は

一
瞬
の
で
き
ご
と
で

お
こ
る
の
で
す
。
運
転
す
る
人

も
歩
行
者
も
、
交
通
規
則
を
よ

く
守

っ
て
、
再
び
こ
ん
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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女
子
は
丙
午
（ひ
の
え
う
ま
）
で
減
少

脇
元

・
磯
松
は
女
子
が
た
っ
た
四
人

四
月
に
小
学
校

へ
入
学
予
定
の
児
童
は
、
全
部
で
八
十
八
人

（男
五
四
人
、
女
三
四
人
）
で
す
。
昨
年
に
く
ら
べ
て
八
人
増

え
て
い
ま
す
が
、
女
子
は
十
四
人
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
四

十

一
年
の
生
ま
れ
年
が
、
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）
に
あ
た
り
女

の
子
を
産
ま
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
脇
元
、
磯
松
地
区
で
は
女
子
が
た
っ
た
四
人
で

昨
年
よ
り
十
四
人
少
な
く
、
丙
午
の
縁
起
を
か
つ
い
だ
結
果
が

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
学
予
定
の
児
童
の
氏
名
は
住
民
票
な
ど
関
係
公
簿

に
よ
っ
て
調
査
し
た
も
の
で
す
が
、
も
し
、
も
れ
て
い
る
か
た

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会

へ
お
知
ら
せ
ね
が
い
ま
す
。

山
田

節
子

（
光
雄

四
女
）

　

十

三

小

学

校

相

内

小

学

校

（
男

１８

・
女

１５

）

柏
谷
　
修
子

（
一
郎
　
四
女
）

三
和
　
聖
徳

（孝
徳
　
長
男
）

米
谷
　
達
男

（
慶
治
　
長
男
）

三
和
　
　
勤

（
昌
市
　
長
男
）

成
田
　
武
司

（
忠
弥
　
一
一男
）

佐
藤

和
彦

（哲
也
　
長
男
）

佐
藤
公
彦

（良
五
郎
　
一二
男
）

三
和
裕
三
子

（博
明
　
長
女
）

丁
子
谷
美
佐
子

（政
美
長
女
）

奈
良
　
和
子

（
源
悦
　
一
一女
）

田
村
　
琢
哉

（
俊
彦
　
長
男
）

石
戸
谷
淳
子

（
武
子
　
長
女
）

小
笠
原
孝
子

（
俊
治
　
長
女
）

糸
谷
　
隆
則

（幸
治
　
一
一男
）

佐
々
木
好
子

（博
好
　
一
一女
）

奈
良
　
英
樹

（興
三
郎
　
長
女
の
長
男
）

三
上
　
民
子

（
進
司
　
四
女
）

高
橋
真
津
藻

（教
悦
　
長
女
）

大
谷
　
知
三

（軍
三
　
長
男
）

角
谷
　
卓
美

（
信
治
　
長
男
）

奈
良
　
和
叔

（
武

一
　

一
一男
）

吉
田
　
明
子

（悟
　
　
長
女
）

山
内
理
香
子

（
久
夫
　
長
女
）

三
上
　
雅
光

（
光
治
　
長
男
）

奈
良
　
篤
也

（米
明
　
一二
男
）

工
藤
　
幸
子

（広
夫
　
長
女
）

渋
谷
里
架
子

（政
太
郎
二
女
）

佐
藤
八
重
子

（健

一
　
一二
女
）

三
和
　
　
聴

（秀
哉
　
一
一男
）

中
山
　
卓
二

（
佐

一
　
一
一男
）

三
和
　
新
二

（
隆
　
　
二
男
）

平
川
　
　
香

（
亮
司
　
長
女
）

吉
田

　

宏

（義
男
　
一
一男
）

桂
川
分
校（

女
１
）

脇

元

小

学
校

（
男

２０

。
女

２
）

坂
本
　
浩
倫

（幸
隆
　
長
男
）

工
藤
　
時
雄

（
勝
則
　
長
男
）

三
和

丈
洋

（幸
夫
　
長
男
）

成
田
　
卓
哉

（竹
文
　
長
男
）

笹
山
　
雅
彦

（
勝
　
　
長
男
）

小
関

兼
光
　
　
　
　
　
・

（猪
肢
長

一
郎
養
子
）

葛
西
　
新
子

（悌

一　
長
女
）

黒
川
　
克
史

（進
　
　
長
男
）

笹
山
ひ
と
み

（
一
雄
　
長
女
）

竹
谷

尚
敏

（博
　
　
長
男
）

中
村
　
勝
彦

（清
司
　
長
男
）

石
岡
　
一
行

（
一
衛
　
長
男
）

竹
谷
　
光
昭

（兼
光
　
長
男
）

白
川
　
英
人

（
昭
美
　
一
一男
）

（男
１２
ｏ
女
１２
）

木
村
加
代
子

（
一
郎
　
一
一女
）

相
坂
　
泰
弘

（
照
衛
　
一
一男
）

相
坂
　
孝
弘

（照
衛
　
一二
男
）

奈
良
　
君
義

（健
助
　
一
一男
）

長
尾
　
信

一
（善
満
　
長
男
）

久
保
田
て
つ
み

（
久
子
二
女
）

古
川
　
郁
子

（
猛

　

長
女
）

工
藤
　
昭
子

（弘
陸
　
長
女
）

松
江
　
希
子

（幸
勝
　
長
女
）

高
橋
ゆ
か
り

（金
造
　
一
一女
）

若
山
由
香
利

（
久
雄
　
長
女
）

福
島
　
浩
樹

（輝
美
　
長
男
）

浜
田
　
直
美

（
一
造
　
長
女
）

新
岡
　
吉
昭

（
て
さ
　
一ハ
男
）

梶
浦
千
可
子

（誠

一　
四
女
）

相
川
　
重
久

（重
美
　
一
一男
）

松
江
　
博
文

（泰
蔵
　
一二
男
）

石
岡
　
光
男

（
忠
幸
　
一
一男
）

浜
田
　
洋
治

（
昭
彦
　
長
男
）

三
橋
嘉
津
浩

（絹
江

長
男
）

本
荘

彦
幸

（
一
雄
　
長
男
）

相
川
　
章
子

（
惣
作
　
長
女
）

渋
谷
　
暁
美

（
登
　
　
長
女
）

若
山
　
玲
子

（
国
司
　
長
女
）

以
上
八
十
八
人

祟賓賓頁賓祟
竺
=拿
伝季君

書量鍵重霧彗
長 長 二 長 三 二
男 男 女 男 女 男

―

〓

Ｎ
Ｉ

太
田
小
学
校

（男
４

●
女
２
）

台
丸
谷
正
義

（武
美

長
男

小
野
　
光
行

（
光
盛
・
長
男

工
藤
　
励

一
（
義
美
　
一
一男

三
上
　
順
子

（友
治
　
長
女

新
岡
　
敏
幸

（恒
雄
　
一
一男

新
岡
千
由
美

（千
代
治
長
女

藤
田
　
　
仁

（
三
男
　
一二
男

中
山
　
博
行

（幸
夫
　
長
男
）

相
沢

孝

一
（
繁

一　
長
男
）

伊
南

和
春

（政
幸
　
長
男
）

と
む
か
し
か
ら
あ

っ
た
は
ず
で

す
。
も
し
親
子
、
兄
弟
、
師
弟

の
間
に
な
ん
に
も
違
い
が
な
い

と
し
た
ら
、
お
互
い
の
進
歩
も

発
展
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

物
の
考
え
方
や
生
活
様
式
は
時

代
と
と
も
に
変

っ
て
行
く
の
は

当
然
の
こ
と
で
、
そ
の
考
え
方

の
変

っ
た
と
こ
ろ
だ
け
と
り
あ

げ
て
、
日
く
じ
ら
立
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
の
が

「断
絶

Ｌ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

○
…
く
ら
し
の
上
で
は
、
少

な
く
と
も
親
子
三
代
ぐ
ら
い
は

同
じ
様
式
で
生
き
て
い
る
ょ
う

に
思
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お

正
月
の
過
ご
し
方
で
す
。
元
日

は
ま
ず
お
と
そ
を
飲
み
、
多
少

テ
レ
な
が
ら
も
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
し
て
か
ら
、
そ
う
煮
や
ら

お
せ
ち
料
理
を

一
緒
に
い
た
だ

く
と
い
っ
た
コ
ー
ス
で
す
が
、

こ
の
習
慣
は
全
国
共
通
の
よ
う

で
す
。
こ
う
い
っ
た
百
％
共
感

で
き
る
親
子
の
生
活
の
場
が
あ

る
の
に
、
ど
う
し
て
さ
さ
い
な

こ
と
で
断
絶
が
起
こ
る
の
で
し

よ
う
か
”
こ
と
し
は

「断
絶
Ｅ

を
断
ち
き
る
共
同
意
識
の
回
復

を
目
標
に
し
た
い
も
の
で
す
。

○
‥
青
少
年
の
健
全
育
成
は

先
ず
こ
の
辺
か
ら
始
め
な
い
こ

と
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
で

○
…
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
七
三
年
と
い
う
年
は
ど
ん

な
年
か
、
ま
だ
明
け
た
ば
か
り

で
す
が
、
前
後
の
事
情
か
ら
私

た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
を

は
っ
き
り
見
つ
め
て
、
く
ら
し

の
上
で
の
心
構
え
を
き
め
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

○
…

一
月
の
こ
と
を
和
名
で

睦

月

（
む
つ
き
）
と

い
い
ま

す
。
年
の
始
め
の
月
と
し
て
、

一
家
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
り
近
所

の
人
、
ひ
い
て
は
世
界
中
の
人

た
ち
が
、
お
互
い
に
む
つ
み
合

う
こ
と
が

で
き
ま

す
よ
う
に

と
、
願
い
を
こ
め
て
、
こ
の
呼

び
名
が
生
ま
れ
た
も
の
で
し
よ

う
か
。

○
…
お
正

月
を
お

め
で
た

く
、
た
の

し
く
過
す
た

め
に

は
、
家
族
ぐ
る
み
気
持
ち
を
合

せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
も
親

の
い
う
と
お
り
に
せ
よ
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
反
対

に
子
ど
も
の
い
う
な
り
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ひ
と

こ
ろ

「世

代
の
断

問
悧
馴
測
同
棚
嘲
腺
嵐
躍
路
鰐

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ず

っ
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２０
才
に
な
っ
た
ら
加
入
し
よ
う

の
生
活
は
自
分
で
ょ
く
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
才
に
な
っ
た
日
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
、
長
い
人
生
の

生
活
設
計
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
届
は
国
民
年
金
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

水
饉
修
練
生
を

募
集

し
ま
す

県
水
産
修
練
所
で
は
、
新
し

い
漁
業
後
継
者
と
な
る
た
め
の

修
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

０
募
集
人
員
＝
四
十
名

②
資
格
＝
中
学
校
卒
業

（卒

業
見
込
み
も
ふ
く
む
）

③
修
業
期
間
＝
四
月
か
ら
翌

二
月
ま
で
の
一
カ
年

０
願
書
提
出
期
間
＝

一
月
十

日
か
ら
二
月
末
日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

県
水
産
修
練
所

（電
話
八
戸
三

三
―
○
〇
四
九
）
か
県
庁
漁
政

課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
交
通
災
書
共

済
に
加
入
し
ま
し
よ
う

一
日

一
円

（年
額
三
百
五

十
円
）
で
大
き
な
補
電

毎
日
、
総
務
課
窓
口
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

ご
〓
生
お
め
て
と
う

青
山
エ
リ
子

（太
田
）
兼
義

角
谷
真
奈
美

（相
内
）
英
治

中
山
直
之

（脇
元
）
黎

一

新
岡
博

六
磯
松
）
宰
治

和
島
あ
ゆ
み

（磯
松
）
義
則

鳴
海
秀
樹

（
大
田
）
秀
逸

福
島
正
之

（十
三
）
信
男

葛
谷
力

（脇
元
）
衛

小
山
内
大

（十
三
）
文
明

古
川
英
昭

（十
三
）
猛

丸
山
信
彦

（
太
田
）
義
淋

木
津
谷
貴
範

（相
内
）
良

一

中
島
彰
則

（
十
三
）
四
郎

八
木
沢
泉

（十
三
）
良
蔵

木
村

ユ
キ
子

（十
三
）
由
雄

成
田
和
美

（
相
内
）
長
代

和
島
静
子

（磯
松
）
賢
治

相
川
昌
弘

（
十
三
）
節

藤
田
玲
子

（磯
松
）
烈

山
田
新
次
郎

（脇
元
）
悦
雄

岩
本
利
也

（十
三
）
利

一

福
島
鉄
也

（十
三
）
浩

佐
藤
聰

（相
内
）
正
治

い
つま
でも
おｔあわせに

〈砕際　蹄
嗣
（鵬　　瑚〕

〈難
醐し瞬
預
（鷹
　
炉〕

〈牲緑
　神儡
（畑　　囲）

〈翻
脚　麟
刊
（掛
”ヾ
』〕

〈断蘇
　房辞
（枇
海
籠
）

〈嶽雌鰺４
灘子（（相車　加
）

〈術渡
炉瀞
務
（脱　　却〕

〈齢館
　勝散
（搬　　腋〕

〈働船
田鎌
澪
ょ（
（脇郡　峨
〕

（鍔

諾
鉄

剛）

（情
帥桐君頗
（獣
所川即〕

〈誦鉢康
激
郵
（締
　　離）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

村
上
タ
ナ

（十
一３

７３
才

奈
良
興
三
郎

（相
内
）
７２
才

種
田
洋
子

（磯
松
）

新
岡
安
蔵

（磯
松
）
７４
才

中
井
儀

一
（十
三
）
５５
才

木
津
谷
喜
市
郎

（相
内
）
７‐
才

加
福
善
蔵

（十
三
）
７８
才

木
村

ユ
キ
子

（十
三
）
０
才

す
す
田
み
わ

（十
三
）
７２
才

葛
西
こ
よ

（脇
元
）
８４
才

佐
々
木
勝
雄

（
相
内
）
５５
才

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ

れ
で
皆
さ
ん
も
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
権
利

を
得
る
と
同
時
に
、
社
会
に
対

し
て
義
務
と
責
任
を
果
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
そ
の

一
つ
で
す
。
他
の
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年

金
に
加
入

し
ま
す

と
、
老
令
年
金
の
ほ
か
に
万

一

の
事
故
な
ど
の
と
き
に
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年
金

な
ど
も
支
給
さ
れ
、
皆
さ
ん
の

長
い
人
生
を
守
り
ま
す
。

今
日
か
ら
あ
な
た
は
、
自
分

作
嘗
衛
■

ｊ
「

▽
夜
寒
を
か
ば
お
う

″
頭
寒

足
熱
は
健

康
の
も

と
″
と
い
っ
て
、
頭
を
寒
風
に

さ
ら
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す

が
、
お
年
寄
り
に
な
る
と
脳
の

血
管
も
か
な
り
硬
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
寒
さ
に
あ
う
と
、
血

管
が
縮
ん
で
血
圧
が
あ
が
り
、

寒
い
戸
外
に
出
た
と
き
に
、
た

お
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

冬
に
は
、
帽
子
、
手
袋
、
え

り
巻
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

冬

の
お
年
寄
り

の
健
康

る
の
で
、
さ
け

た
い

も
の
で

す
。そ

の
た
め
に
、
冬
の
入
浴
に

は
、
よ
く

気
を
つ

け
ま
し
ょ

う
。
冬
の
脱
衣
場
も
、
あ
た
た

か
い
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
の
で

す
。風

ろ
の
温
度
は
、
あ
つ
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
浴
漕
に

入
る
前
に
は
、
充
分
か
け
湯
を

し
て
身
体
を
お
湯
に
な
ら
し
ま

す
。
浴
漕
に
は
、
静
か
に
入
り

は
じ
め
か
ら
急
に
、
肩
ま
で

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

心
臓
の
下
あ
た
り
ま
で
、
ま
ず

つ
か
り
、
そ
の
あ
と
静
か
に
、

肩
ま
で
っ
か
り
ま
し
ょ
う
。
長

湯
や
、
上
り
ぎ
わ
に
水
を
あ
び

る
こ
と
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
湯
ざ
め
を
し
な
い
よ
う
に

▽
小
さ
な
こ
と
に
注
意
し
た

委
節
の
か
わ
り
目
に
は
、
カ

ゼ
を
ひ
か
な
い
工
夫
を
し
ま
し

よ
う
。
そ
れ
に
は
、
で
き
る
だ

け
、
人
ご
み
に
出
な
い
よ
う
に

し
、
カ
ゼ
を
ひ
い
て
い
る
人
の

そ
ば
に
い
か
な
い
よ
う
に
し
ま

気
温
に
あ
わ
せ
て
こ
ま
め
に

衣
服
の
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

へ
や
の
掃
除
の
と
き
は
、
他
の

へ
や
に
う
つ
り
ま
し
ょ
う
。

足
が
弱

っ
て
い
る
の
で
、
階

段
か
ら
こ
ろ
げ
お
ち
た
り
、
っ

ま
ず
い
て
こ
ろ
び
や
す
く
、
手

足
や
腰
な
ど
の
骨
折
も
し
や
す

い
の
で
す
。

家
の
中
の
シ
キ
イ
な
ど
、
ち

よ
っ
と
し
た
高
低
の
あ
る
と
こ

ろ
や
、
す
べ
り
や
す
い
廊
下
、

階
段
な
ど
で
こ
ろ
び
や
す
い
も

の
で
す
、
冬
は
、
と
く
に
着
ぶ

く
れ
で
動
作
が
不
自
由
で
す
か

ら
、
家
人
も
気
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。

お
年
寄
り
の
健
康
に
ス
ト

ッ

プ
を
か
け
る
の
は
、
決
し
て
大

き
な
病
気
で
は
な
く
、
カ
ゼ
、

単
純
な
下
痢
、
小
さ
な
ケ
ガ
な

ど
で
す
。

▽
冬
の
入
浴

急
に
、
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ

か
ら
寒
い
と
こ
ろ
に
出
た
り
、

ま
た
、
そ
の
反
対
の
気
温
、
室

温
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

は
、
血
圧
の
急
な
変
化
が
お
こ
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安
東
氏
の
遺
跡
を
た
ず
ね
て
②

さ
ら
に
三
階
に
達
し
て
い
る
と

い
う
。
迷
路
が
あ
り
と
て
も
気

持
が
悪
く
行
け
そ
う
も
な
く
、

恐
ろ
し
い
思
い
さ
え
し
た
。
総

延
長
四
キ
ロ
以
上
。
こ
れ
に
要

し
た
年
月
ゃ
人
員
は
今
の
世
で

も
想
像
が

つ
か
な
い
。
莫
大
な

人
手
を
尽
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

安
東
氏
の
勢
力
が
い
か
に
ぼ

う
大
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
し

の
ば
せ
て
感
慨

無
量
で

あ

っ

た
。安

東
敏
季
の
墓
石
に
拝
礼

あ
ゅ
で
名
が
知
ら
れ
て
い
る

追
良
瀬
川
を
逆
の
ば
る
。
松
原

部
落
の
手

前
を
左

に
は
い
る

小
路
が
坂

に
な
っ
て

い
て
、

こ
ぶ
し
大
の
石
が
敷
き
つ
め
ら

れ
、
五
、
六
十
材
登
っ
た
所
に

塔
姿
が

一
本
、
古
び
て
建
て
ら

れ
て
い
た
が
文
字
が
消
え
て
わ

か
ら
な
い
。
そ
こ
に
高
さ
五
十

七
ン
チ
ほ
ど
の
古
い
基
碑
が
あ

る
。
文
字

は
磨
減
し
て

い
る

が
、
古
文
書
や
伝
説
に
よ
れ
ば

安
東
教
季
の
墓
石
だ
と
い
わ
れ

る
。
教
季
は
藤
崎
城
主
で
あ
っ

た
。　
一
行
は
幅
を
と
っ
て
拝
礼

じ
め
い
福
を
祈

っ
た
。

渭
く
つ
の
面
側
に
仏
像
が
浮

彫
リこ

こ
か
ら
坂
は
急
に
高
く
な

り
呼
吸
が
乱
れ
て
汗
が
湧
き
出

る
。
限
下
を
見
れ
ば
す
で
に
数

十
丈
で
日
ま
い
が
す
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
山
林
は
五
葉
松
の
段

地
で
、
ひ
ば
も
二
、
三
本
ま
じ

っ
て
い
る
の
が
珍
ら
し
く
実
生

の
五
葉
松
は
無
数
に
小
さ
い
芽

を
出
し
て
い
た
。

こ
の
辺
か
ら
岩
石
の
急
斜
面

を
木
の
根
、
草
の
根
を
伝
わ
っ

て

一
歩

一
歩
気
を
く
ば
り
な
が

ら
登
り

進
む
。
全
く
老

骨
の

身
に
は
心
蔵

の
技
動
が

激
し

く
、
疲
れ
が
甚
し
い
。
ま
た
さ

ら
に
ど
う
く
つ
が
あ
る
。
筆
者

は
こ
こ
へ
は
登
れ
な
か
っ
た
が

小
さ
な
堂
が
建
て

ら
れ

て
い

る
。
堂
の
額
に
は
見
入
山
観
音

と
書
か
れ
て
い
た
。

津
軽
三
十
三
番
中
九
番
の
札

所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ

は
ど
う
く
つ
で
あ
る
。
ど
う
く

つ
の
入
口
に
建
て
ら
れ
て
ょ
く

こ
ん
な
け
わ
し
い
猫
の
ひ
た
い

の
よ
う
な
せ
ま
い
所
に
建
て
ら

れ
た
も
の
と
思

っ
た
ｏ
信
仰
の

力
は
偉
大
な
も
の
で
あ
る
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
洞
く
つ
の

両
側
の
壁
に
仏
像
が
浮
き
彫
り

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
入
口
に
は

仏
像

の
か
け
ら
が

落
ち
て
い

た
。
空
気
に
ふ
れ
て
こ
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

以
前
ヽ
こ
の
堂
は
山
下
に
あ

っ
た
が
、
巡
礼
者
が
山
へ
登
り

穴
の
仏
様
を
拝
も

，
と
し
て
ケ

ガ
人
が
読
出
す
る
の
で
堂
を
上

へ
あ
げ
、
穴
を
二
Ｍ
位
で
閉
鎖

し
た
の
だ
と
古
老
が
語
っ
て
く

れ
た
。
こ
の
開
鎖
し
た
土
石
を

取
り
除
き
ど
う
中
を
調
べ
た
ら

立
派
な
文
化
財
と
し
て
も
ま
た

安
東
氏
の
文
化
を
解
明
す
る
に

重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
が
あ

る
こ
と
は
疑

い
の
な
い

と
こ

ろ
。
陸
奥
新
報
社
刊
の
津
軽
霊

場
め
ぐ
り
に
は
、
津
軽
三
十
三

番
中
、　
一
番
け
わ
ｔ
い
所
に
あ

る
親
音
様
だ
と
あ
る
。

市
浦
村
職

員
採
用
予
定

者
初
級
試
験

を
次
の
と
お

ヶ
行
な
い
ま

す
。

（
一
）
職
種

お
よ
び
採
用

予
定
人
員
＝

事
務
職
員
、

保
母
若
干
名

（
二
）
受
験

資
格
＝
０
高

等
学
校
卒
業

ま
た
は
同
等
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
で
、
満
二
十

五
才
以
下
で
あ
る
こ
と

（
四

十
八
年
四
月

一
日
現
在
で
高

等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
を

ふ
く
む
）
０
本
村
か
ら
通
勤

可
能
の
者
．

（
三
）
第

一
次
試
験

○
日
時
＝
昭
和
四
十
八
年

二
月
三
日

（
土
）
午
前

十
時
三
十
分

○
場
所
＝
青
森
市
長
島

一

丁
目
、
青
森
県
農
業
会

栃
驚
室
劣

ノ

ゴ

釣

初
刷
の
刷
り
あ
や
ま
り
し
表

紙
か
な
　
久
保
万
太
郎

○
…
村
民
の
み
な
さ
ま
、
こ

の

一
月
上
旬
号
を
お
届
け
す
る

ま
で
に

一
カ
月
も
前
か
ら
企
画

を
立
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
か
が
で
し
よ
ヶ
か
。

○
…
読
後
感
を
ぜ
ひ
広
報
係

あ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
毎
年

館
六
階
ホ
ー
ル

○
載
験
の
種
顔
＝
教
養
試

験
『
適
性
検
査
、
作
業

検
査

（
四
）
第
二
次
試
験
＝
青
森

で
受
験
し
た
第

一
次
試
験

合
格
者
に
つ
い
て
、
二
月

下
旬
市
浦
村
役
場
で
実
施

の
予
定

（
五
）
受
験
手
続

○
受
付
期
間
＝

一
月
五
日

（
土
）
か
ら
二
十
日

（

全
）
ま
で
。

○
提
出
書
類
＝
受
験
書

（

役
場
備
え
付
け
）
、
履

歴
書
、
健
康
診
断
書
、

最
終

学
校
卒

業
証
明

書
、
保
母
資
格
証
明
写

な
お
、
こ
の
試
験
は
県
人
事

委
員
会
に
委
託
し
て
行
な
う
も

の
で
、
合
格
さ
れ
た
人
に
市
浦

村
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
に
高

点
順
に
登
録
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

の
こ
と
な
が
ら
、
こ
と
し
こ
そ

は
と
気
分
を
新
た
に
、
み
な
さ

ま
の
た
め
に
、
み
な
さ
ま
の
知

り
た
い
こ
と
が
ら
を
、

・わ
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

○
…

一
般
の
新
聞
や
雑
誌
は

増
ペ
ー
ジ
し
て
飾
れ
る
か
ぎ
り

着
飾
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
私
た
ち
の
広
報
紙
は
そ
の

マ
ネ
は

出
来
ま
せ

ん
。
し
か

し
、
内
容
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

山

関
の
古
碑
は
菫
●
庵
と
同
じ

車
は
引
き
返
し
て
国
道
に
抜

け
関
に
着
く
。
関
は
相
内
の
蓮

華
庵
の
長
利
晃
海
氏
が
赴
任
し

て
還
化
し
た
浄
安
寺
が
あ
る
。

寺
の
後
ろ
の
山
に
は
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
亀

杉
が
あ
る
。
樹
令
は
七
、
八
百

年
と
も
推
定
さ
れ
る
大
杉
は
い

ま
な
お
、
繁
茂
が
さ
か
ん
で
衰

い
を
見
せ
て
い
な
い
。

そ
の
境
内
に
は
古
碑
が
数
十

基
建
て
ら
れ
て
い
る
連
華
庵
の

古
碑
と
石
質
や
様
式
も
同
じ
よ

う
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
北
朝
の

年
号
が
多
く
、
安
倍
の
性
も
見

ら
れ
る
一
季
長
の
墓
石
も
あ

っ

た
。
ふ
も
と
の
田
回
は
南
朝
の

天
真
名
井
宮
義
仁
親
王
の
居
住

し
た
寺
院
の
跡
が
あ
る
。
こ
の

ふ
き
ん
の
碑
を
集
め
て
亀
杉
の

所
に
移
し
た
と
い
う
。
義
仁
親

王
は
吉
野
か
ら
ひ
そ
か
に
逃
れ

奥
州
に
く
だ
り
、
安
東
氏
に
兵

を
挙
げ
る
ょ
う
要
請
の
た
め
、

秋
田
か
ら
東
日
流

（
つ
が
る
）

安
東
氏
に
頼
っ
た
が
、
安
東
氏

は
内
政
上
出
兵
で
き
ず
吉
野
ヘ

帰
る
こ
と
も
至
難
と
な
り
、
出

内

英

太

郎

家
し
て
入
寝
し
た
と
い
わ
れ
行

丘

（
な
み
お
か
）
へ
葬

っ
た
と

古
書
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
垂

乳
銀
杏
が
あ
る
。
こ
れ
も
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
こ
こ
に

き
堂
が
あ
り
銀
杏
の
石
標
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

銀
杏
は
高
さ
四
十
財
、
周
囲

十
六
Ｍ
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の

辺
は
安
倍
の
荘
園
と
称
さ
れ
、

関
は
そ
の
荘
目
に
は
い
る
関
所

の
あ

っ
た
所
だ
と
い
わ
れ
て
い

金
ケ
沢
０
渭
く
つ
に
驚
く

や
が
て
、
北

金
ケ
沢

に
着

く
。
金
ケ
沢
は
古
く
は
金
井
と

称
さ
れ
金
井
城
が
あ

っ
た
所
で

隠
城
と
し
て
ろ
う
兵
や
舟
を
か

く
し
、
海
上
を
監
視
す
る
た
め

の

一
大
洞
く

つ
の
隠
城
が
あ
る

用
意
し
た
電
灯
を
持

っ
て
、
入

洞
す
れ
ば

コ
ウ
モ
リ
が
無
数
に

飛
ん
で
い
る
。
夜
光
性
の
動
物

な
の
で
い
ず
れ
も
壁
や
天
丼
に

ぶ
ら
さ
が

っ
て
い
る
。
洞
は
落

穴
が
あ
り
、
誤

っ
て
落
ち
る
と

命
が
な
い
。
乗

っ
て
窓
穴
か
ら

の
ぞ
け
ば
海

は
眼
下
に

開
け

る
。
こ
こ
は
三
階
に
あ
た
り
、

―
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